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派遣団長 方山 憲祐
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開催できるということは、ポーイスカウ トの活動が将

来を担う子供達の成長に大きく貢献している活動とし

て期待されているおかげであると思う.

大会期間中、「人分地l.lおんせん隊Jでは少し気分

が悪くなつたスカウ トはいたものの、大きな怪我もな

く皆元気に大会会場から帰路につくことができました

ことは、本当にありがとうごさいました。

残りの後片付けをし「感謝のみ残してJ私も会場を

後にしました。
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『派遣団長の役割を終えて』

三指

今年は7月 から暑さがひとくなりこれまで経験した

ことのない暑さだと話題になつてきた。

百川県珠洲1市鉢,崎で 8月 4日から7日間、第 17
回日本スカウ トジャンボリーに大分県からスカウ ト3
6名、リーダー 14人と共に 13. 300人 が集う大

会に参加 した。

出発の時はどんな大会だろうか、暑さのなか頑張り

通せるだろうかという不安な気持ちと、一方では新 し

いことにlll戦 しようと しをはすませているスカウ ト達

でした.

私はスカウ ト達が怪我や体調不良などにならずに6
,白 7日 を無事に終えることを願つての参力]で した。リ

ーダーの8人は一定先に現地に乗り込んでスカウ トの

受け入れ準備や、大会プログラム会場の設営に2日 間

あたり、8月 4日 にスカウ トの受け入れと開会式にの

ぞんだ。

llB地 は北睦といえども昼間は36℃以上の真夏日か

続いて熱中症が一番 心配された。大会が始まると鉢ヶ

l崎のキャンフ場の l km四 万は,辰やかな街になつた。

道行くスカウ トは、挨拶を交わし課題に挑戦 したり、

自主的に計画してきたフロプラムにチャレンジして交

流の輸が続いた。8月 6日 の大集会には皇太子殿下が

視察され、班旗立ての競技に取り組むスカウ トの様子

を見て回り、大集会ではお言葉を述べられた。スカウ

トは間近にみる皇室のお姿に感動をしていたようだ。

そんな大会もあつという間の 6日間
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第 17回 日本スカウ トジャンポリーが

平成 30年 8月 4日 1土 ,か ら 10日 1金 )

までの間、石川県 TI〕‖市の「りふれ つし

ゅ本J姜 ヶ‖もJで 開催されました ,

人分県●盟から汚山派遣団長以下リー

ダー6名、スカウト36名、またスタッ

フ 9名が参加ヽ 全国のスカウトと交流を

深めてきました.

珠洲に向 l■ て

出発′′

会場に至U着 。そして設営

ιlよιlよ

F.n会式″



ス カ ウ ト お お い

大集会

|′

毎日 ′毎晩 ′変歓会

全国の仲間たちこ交流の輔を

そして撤4RI′ テントも片づl■てフライテントの下で

おやす群なさιl
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第 17回 日本 スカ ウ トジ ャンボ リーを終 えて

大分派遣隊長 後藤 秀之

三指

2018年 8月 3日に人分港をフェリーて出発 し7
,白 8日 の日ilで、石川県珠洲1市で開催された第 17回
日本スカウ トジャンポリーヘ派遣隊スカウト36名

ス カ ウ ト お お い た

キャンプサイトは「大分地獄おんせん隊Jというネ

ーミングとゲート、県からお借りした「日本一のおん

せん県おおいたJのはてかなり目立ったものとなり、

現地でのジャンポリー新間でも一番に取り上げられ、

人分のPRもできました。

(中学生31名、高校生5名 )と途中交代

を含むリーダー6名で参加してまいり

昼は毎回他県連の派遣隊とランチ会を、ま

た、夜のフログラムがない日は、人の周

りに集まり交歓会を行い、交流を行

うことができました.6泊 7日の

キャンプ生活で、ちかいとおきての

実践とともに、技能だけでなく、

規律、チームワーク、役害J、 友情

といろいろなものを身に着けてく

れたものと思います。

ました。大会期間中は天気も良く、雨

は2日 目の朝方のみで、猛暑の中、

恵みの雨と感じられるものでした。

派遣隊長としての日標は、ます

第一に「スカウ トたちを安全に帰ら

せることJ次に「スカウ トたちに思い

出に残る体験をさせてあげること」で 参力0スカウ ト達が、この経験を自隊

せることができ、責任を果たすことができたと

したが無事全員を楽しい思い出をlUUに 帰ら

足湯で

あんせた県を

アピー「ι

に持ち帰り、参力]していないスカウ ト達に

も伝え、人分県違盟の今後の発展につなけてく

思つております.

5月 と7月の連体にそれぞれ 2)白 3日 の訓練キャン

プを行つた成果があらわれ、キャンプ生活t安全に行

う事ができ、またブログラムとして参力]した日本一グ

ームの人おこしでは全国2位、班旗立てでは全国5位

という成績を残すこともできました。

れるものと確信 しております。

最後に、参加に当たってご支援ご協力を賜った皆様万

に厚くお礼申し上げます。

:年栄

太分の地獄ヘ

あそびにおいで
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人分第 9団ベンチャー隊  牧 優凛

8月 3日 から8月 10日まで石川県珠洲1市で行われ

た第 17回 日本スカウ トジャンポリーに参加 してきま

した。私は、広瀬連盟長にご挨拶にうかがった時に、

交流会をたくさんしたいとお話 ししま した。その言葉

の通り全日程を交流会で埋めてきました。打ち合わせ

やどんな内容にするかなどの話 し合いてほとんど自分

の時間はなかつたですが、たくさんの事を学び、たく

さんの人と反達ができ、よい交流になったと思います.

私は来年世界ジャンポリーに行くのですが、この

日本ジャンポリーで学んだ事を生か して楽しい世界ジ

ャンポリーにしていきたいと思います.

ス カ ウ ト お お い た

ミーアキャット班班長 人分第 5団 仲東 真夢

「知つている人がいない」最初の派遣隊のイメージ

は、その一言でした。私に班長はできるのか。本番ま

でどう打ち解けようか悩み、不安もあつたけど四回の

事前訓練を重ね少しずつ不安も解消され迎えた本番。

会場に足を踏み入れ仲間と過ごした八日間.私は炊事

が一番心に残っています。なかなか指示が的確に出せ

ず時間通りにいかなくて悩んだけど班長達と会話した

ことで隊炊事も分担 し、時間より速くでき、閉会式に

も早く行けました。

最後に、こんな機会を与えてくださった全ての方に

感謝の気持ちでいつばいです。

別府第9団ベンチャー隊  田原 香菜

私は、第 17回 日本スカウ トジャンポリーに参加し

て、様々なことを学びました。その一つ日は、精神面

です。ジャンポリー中はベンチャーがボーィに指示を

出すのですが、ポーイの手がなかなかスムーズに動い

てくれなかつたりして、この子たちをどう動かしたら

いいのかと本当に悩みました。しかし、最終日になる

につれ改善されていき、色々なことがすぐに片付くよ

うになりました。二つ目は、FT5会 式や大集会の大きな

行事です。PT5会式は夕食の片付けが遅くなり、後ろの

方で眺める形になってしまって残念な気がして、大集

会では前の方に座れるようにと何か私の中で火が付き

ました。そして大集会の日は、ポーイの子達がスムー

ズに動いてくれてとてもうれしいことにかなり前の方

に座ることができ、みんなとても盛り上がり、私の中

ではこれが最高の思い出です。

今回のジャンポリーに参加し、自分でも感じられる

くらい成長できたなと思いました。

オオカミ班班長 大分第2団 舛反 亮太

僕は、1 711SJで 班長という役害Jを頂き、普段の活動

班と異なるメンノヽ―を上手くまとめることができるか

不安でした。

実際石川県のキャンプ場についてみると、想像以上

のスカウトの多さに驚き、気が弓き締まる思いでした。

交流を通して、他県の魅力やスカウトの人柄の良さを

感じると共に、人分の魅力を再発見てきたと思います。

班活動がスムーズになるとともに、II員の協力のおか

げて6,白 7日 を楽しく過ごすことができました。
17NSJを通して、人をまとめることの難しさや、日

頃の生活のありがたさを感じることができたので、こ

れらの活動ではリーダーヘの感謝や日々の生活に感謝

することを忘れないようにしていきたいです。
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第3回 全国隋策キャラバン

9月 2日 、イオンモール三光で防災週間に合わせた

「全国防災キャラバンJ人分会場を開催した。

全国共通企画で、物や壁が倒れてくるときの感覚を

安全に学ぶことができ、体験を通して災害時の正しい

行動を身につけることができる「ブロック塀積み上げ

ゲームJが特に人気で151年になく多くの子どもたちが

体験をしてくれました。

日本ボーイスカウ ト人分県連盟では、これからも、

地域の子どもたちと保護者に対して、防災について、

いま一度考える機会、体島貪の場を提供 していきます。

7ロ ックを積んで

地震で倒れるこ?f 危険体感 :'

イザという時の

ロー■ワークこ救急法
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各 団 活 動

津ス見第 1団

津久見第1回の団キャンプを、8月 25日～26日
に大反公園で開催しました。

今年のキャンフは、「防災への備えJと「 BS活動

のアビールJをテーマに市内の普通の公園で行いまし

F.

それぞれの隊ごとに隊集会を行い、会場へ集合して

みんなでカレー作りを楽しみました。夜は「つくみ扇

子おとり大会J会場へ制服で出かけ、市内タトの方々ヘ

アピールすることができました。

大分第 9団

護國神社の森では、いつもスカウトの元気な声が間

こえます 1

「猛獣狩りに行こうよJと、ビーバー探検隊が慎重

に進んでいます.

ス カ ウ ト お お い た

大分第5団

夏休み最後の日.ビーバー隊は秋の野草 coo時ng.

高尾山を散策しながら野草のお勉強.

大分第 2団

9月の第三月曜日は「スカウトの日J !

今年の人分第2団は「災害復興支援の活動Jと して、

9月 16日 に北海道地震の義援金募金を行い、ビーバ

ー、カブ、ボーイ、どの年代も大きな声を出して呼び

かけができました。

野草ビザ&
だん ごを作

り、自然のカ

を身体で感

じた ビーバ

ーさんで し

た。

2団 の募

金は 12月
の寒い中で

行うイメー

ジがあ つた

ので、 9月

の暑い中行

う募金は新

鮮てした。

大分第 1団

9月 16日 (日 )スカウトの日の団行事を実施しまし

た。ます上進入隊式で上進のお祝いと新しい仲間の歓

迎を行しヽ いつもお世話になつているしあわせの丘グ

ラウン トの清掃活動

にみんなで取り組み

ました。その後ブヽ―ベ

キューを行い団の親

睦が深まる初秋の楽

しい行事となりまし

た。
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由布第 2団

由市第2回ボーイ隊は、平成30年 9月 22日 (■ )

～24日 (月 )の 2,白 3日の日程で、「陣屋の村キャン

ス カ ウ ト お お い た

月」府第 9団

8月末、ビーバーはデイキャンブ、カブ・ボーイ・

ベンチヤーは 1泊 2日でキャンプを行いました。

営火ではカプの親子・リーダーが「気志園Jに扮じ

てダンスを披露.その後はボーイが宇宙人ゲームを行

い、大変盛り上がりました。キャンフ中、17NS」 か

ブ場J(由 市市l■間町鬼瀬)で、

夏季キャンプを行いました.

夏季キャンプでは、テント

設営から、立ちかまと作りや、

楽しいハイキング等を行いま

した。

また、「第 47回日本スカウ

トジャンポリーケーム日本一

□―プ結び (班旗立て)Jにも

挑戦しました。

ら戻つた 4名
のスカウトが

きびきびと動

き、他のスカ

ウ トたちを3

つ張つていく

姿に、成

長 と 頼

も し さ

を 感 じ

ました。

杵築第 1団

本年度は、スカウトのニーズで色々な燃料やカマド

を使つて野外調理にチャレンジしています.

空き缶コンロでサバ飯体験をした際に、自作したカ

マトでの調理ニーズが高まりました。キャンフの前に

リーダー指導のもと、バケツてカマトを製作し、キャ

ンプでは自作のカマトで毎回の食事を作りました.

杵築の地元にあるキャンフ場をお借りして、楽しい

キャンフとなりました。

進級章 〔菊章〕交付
菊章を取得された万々です。

誠におめでとうございます。

菊 章

仲東 真夢  大分第 5団

御手洗 拓真 大分第 5団

３

１

月

月

県連盟 今後の予定
日 (■)技 能オリンピック

日 (日 )第 5回カプフェスティパル

第 5回ビーバーフェスティバル

日 (日 )団 委員長会同

新春交流会

※ 来年(2019年 )、 8月 8日 (本 )～ 12日 (月 )

までの4'白 5日 、ス住高原沢水 (そうみ)キ ャン

フ揚で日本ボーイスカウト人分県連盟の75周年

記念野営大会を開催予定。みんなで参加しよう |

1月 13

齋スカウト車


